
  

 １２月２４日に、全校生徒に対して放送による校長
講話を実施しました内容の一部を転載することで、私
の思いを保護者の皆様にお伝えしたいと思います。 

 先日、ある本校の関係者から次のような話を聞きま
した。「中学生の娘がよく『なぜ、勉強しないといけ
ないの？』と言います。そこで、先日の緑拍の中で校
長先生が書かれた文章を娘に読ませました。すると、
少し勉強する意味がわかったようです。」と言われま
した。皆さんも覚えていますか。その文章とは、ス
ティーブ・ジョブズ氏の言葉を引用して「今やってい
る、経験していることが、将来、思いもよらない場面
で役に立つと信じて頑張っていきましょう」という内
容でした。 

 君たちも「なぜ勉強しないといけないのか」と疑問
に思ったこともあるのではないでしょうか。私自身、
かつて数学を教えていて数学の苦手な生徒から「因数
分解など、社会で出ても使わないことをなぜ習わない
といけないのですか。」と質問されたものです。なか
なか回答に苦慮した記憶がありますが、多くの場合
「数学を勉強することで、物事を論理的に積み重ねて
解決する力がつくのだよ」とか、わかるような、わか
らないような説明をしていたような気がします。そこ
で、今日は「なぜ勉強するのか」について皆さんと一
緒に少し考えたいと思います。 

 以前、森繁久彌という俳優さんがいました。彼は、
息子さんに次のような質問します。「広場でたくさん
人がいたとする。そこにお前がまぎれ込んで、どちら
の方向が空いているのか、自分が行きたい方向がどち
らなのかわからない。こんな時、お前ならどうす
る？」息子さんは「皆の行く方向についていく」と答
えます。森繁さんは、「いいか。もしそこに、みかん
箱が一つあったとして、それに乗れば頭一つ上に出る
だろ。するとよく見えるな。どの方向が混んでいて、
どっちが空いているか、行くべき方向がよく見える。
そのみかん箱が『知識』というものだ。」と教えたそ
うです。知識があれば行くべき方向が見えるのです。
広い視野を持つことができ、進むべき道が見えてくる
のです。勉強することで知識を習得し、その知識で想
像力や視野を広げることができるのです。 

 また、先日、長崎南山中学・高校の校長先生である
西経一先生の講演を聴く機会がありました。その講演
の中で西先生は次のようなことを言われていました。
「我々は人間になるために勉強しているのです。たと
えば、皿にのった秋刀魚を見て、秋刀魚しか見えない
のでは猫と同じなのです。一匹の秋刀魚からその背景
に広がるものまで想像できるのが人間で、その見えな
いものを、見えるようになるために勉強するのです。
その秋刀魚は誰がどこの海でとったものなのか。どの
ようにして運ばれ、どのようにして加工されたのかな
どのことは、勉強することによってわかることなので

す。そして、そのことを知ることで、感謝の気持ちを
もって秋刀魚を食べることができるのです。夜の明る
い月を眺めるにしても、きれいだなあと感じるだけで
なく、それがなぜ明るいのかも考えて欲しい。なぜ明
るいのかを知るために勉強するのです。」目に見えて
いるものの奥を見ること、直接、目に見えない部分が
見えるようになることが人間であり、私たちは人間で
あることを証明するために勉強していると言われてい
るのです。また、同時に、日頃から「なぜ？と疑問に
思うこと」そして、「自分で調べ」「自分なりの答え
を出すこと」が大事であると言われていると思いま
す。 

 今年の９月頃、ある保護者から次のようなことを聞
きました。「８月６日８時１５分頃に校門の外を車で
通りかかったら、ある本校の生徒がサイレンに合わせ
て一人、道端で黙祷をしていました。誰が見ているわ
けでもなく、誰に言われたわけでなく目を閉じて一人
黙祷していたのです。その姿を見て感動しました。教
育のすばらしさを感じた出来事でした。」そのサイレ
ンが広島原爆投下時刻を表すものであるという知識が
なかったら、原爆の犠牲者に対して祈りを捧げようと
する気持ちなかったら黙祷はしていないでしょう。知
識と教養の表れだと思います。私はこの生徒が本校の
生徒であることを誇りに思います。 

 ８月の校内放送では「何歳になっても、自分自身を
改善していくことが大事なのです」という話をしまし
た。元大リーグ選手で昨年３月に引退したイチロー氏
は「小さいことを重ねることが、とんでもないところ
に行くただ一つの道だと感じている｡」と言っていま
す。勉強というのは、一生続いていくものだと思いま
す。時には答えの無い問題と向き合い、自分なりの答
えを見つけ出さないといけないこともあると思いま
す。今、大学などの入試のために勉強していると思っ
ている生徒の皆さんも多いかもしれません。確かにそ
の意味は大きいと思います。でも、実は更にその先へ
とつながっている部分が大きいのではないかと私は思
います。知識そのものも大事ですが、「学ぶ姿勢を持
つこと」そして「学び方を学ぶこと」がより大事だと
私は思います。みなさんはどう思いますか。それぞれ
考えてみて欲しいと思います。  
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 生徒指導部から－冬季休業中の生活について－ 

 全日本バレーボール高等学校選手権大会   

２学期が終了します。今年度は、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響を受け、日常とは違う大変難しい学

校生活を強いられました。その中で、私たち南高生は

この困難な状況をじっと耐えよく頑張ってきました。

冬休みにはこの一年を振り返り、反省と新たな１年を

どう過ごすのか明確な目標を立てる時間を作ってほし

いと思います。「冬季休業中の過ごし方について」の

プリントを配布します。すみずみまでしっかりと確認

し、健康・安全で有意義な冬休みを過ごしてくださ

い。 

１１月２１日（土）～２３日（月）に春の高校バレー長崎

県予選が行われました。本校は第１シードとしての参加で、

順当に決勝までは勝ち上がりましたが、決勝戦で大村工業高

校に１－３で敗れてしまいました。選手たちは１１年ぶりの

全国大会出場を目標に日々練習に取り組んできましたが、あ

と１歩及ばず悔しい敗戦となりました。決勝戦は各チーム応

援人数１６０名までという入場制限がありましたが、多数の

生徒・保護者、先生方、卒業生、地元の中学校のバレー部員

などたくさんの方々に応援を頂きました。本当にありがとう

ございました。  男子バレーボール部  

準優勝  
１回戦  ｖｓ西陵高校  ２－０（２５－ ９，２５－１１）  

２回戦  ｖｓ長崎日大高校  ２－０（２５－１１，２５－２０）  

準々決勝  ｖｓ佐世保工業高校  ２－０（２５－ ８，２５－１７）  

準決勝  ｖｓ長崎南山高校  ２－０（２６－２４，２５－１６）  

決勝  ｖｓ大村工業高校  
１－３ 

（２５－２２，２１－２５，２６－２８，２０－２５）  

「小さな山に登る第一歩と  

富士山に登る第一歩。  

同じ一歩でも覚悟が違う。  

君たちが目指す山は、どんな山？」  



  

修学旅行特集  

その他写真等は上のQR

コードにアクセス 

１２月８日(火)～１０日(木)にかけて2学年の修学旅

行が行われました。初日は大刀洗平和祈念館見学、湯

布院散策、アフリカンサファリの行程でした。大刀洗

平和祈念館では、かつて東洋一の飛行場があったこの

場所から多くの特攻隊員が飛び立ったこと、アメリカ

の空襲を受けて多くの人が亡くなったことなど聞き、

戦争の悲惨さや平和の大切さを学びました。2日目は熊

本地震で被災し修復途中の熊本城、阿蘇神社を見学し

ました。ボランティアのガイドさんに熱心に説明して

いただきました。阿蘇火山博物館では、火山について

や阿蘇山の噴火の歴史等について学び草千里の雄大な

自然を背景にクラス写真を撮影しました。3日目は阿蘇

ファームランドでお土産を買い、三井グリーンランド

では多くのアトラクションを楽しみました。 

新型コロナ感染拡大の影響で行程を変更しました

が、限られた日程のなかで有意義な修学旅行になりま

した。保護者の皆様方のご理解とご協力に感謝を申し

上げます。 

１１月１８日水曜日、学校歯科医

の佐々先生をお招きして、１年生を

対象に歯科講話が行われました。酸

の強い食べ物や飲み物を口にしたこ

とにより歯が溶けてしまう酸蝕歯の

ことや、日常の癖で、歯並びや合わ

せが悪くなってしまう態癖のことな

どについてお話をされました。普段

はあまり意識しない私たちの行動

が、自分の歯に思わぬ事態を引き起

こしてしまう危険性があることを改

めて知って、驚いた生徒もいたよう

でした。 

歯は食生活に、食生活は私たちの

健康に影響を与えます。歯を守るこ

とは自分の健康を守ることでもある

ので、８０歳になっても２０本以上

の自分の歯を保って食生活を楽しめ

るよう、今から心がけていきましょ

う。 

以下、生徒の感想を掲載します。  

  

１月行事予定（予定） 
 
１月 ３日（日）～４日（月）第３回共通テストプレ（３年） 
   ５日（火）～７日（木）冬季補習（３年） 
   ７日（木）自学会（１・２年） 
   ８日（金）三学期始業式・容儀指導・校内実力（１・２年） 
   ９日（土）Ｓプロ（２年） 
  １２日（火）校内実力（２年） 
  １５日（金）共通テスト受験者集会 
  １６日（土）～１７日（日）大学入学共通テスト① 対外実力（１・２年） 
               ※対外実力（１年）は１６日（土）のみ 
  １９日（火）特別編成授業開始 
  ２３日（土）第３回英検１次 
  ２８日（木）マラソン大会 
  ３０日（土）Ｓプロ（全学年） 
    
   
  ※コロナウイルス感染拡大防止のため、急に変更になる場合がございます。 
 

 

歯科講話  
今回の講話で初めて、酸蝕歯や態癖という言葉

を知りました。炭酸飲料は歯を溶かしてしまうこ

とを知ってはいたけど、レモンやドレッシングな

どにも歯を溶かしす作用があるということにとて

も驚きました。また、頬杖や寝るときのうつぶせ

寝などが歯並びに関係するということを初めて聞

き、自分自身にも当てはまることが多いと思いま

した。これらを通して、知識を持っておくことは

大切だと思ったし、健康であるための秘訣でもあ

ると思いました。そして姿勢も普段からしっかり

しておこうと思います。８０歳まで自分の歯を２

０本は残せるように、体の健康だけでなく、お口

の健康にも十分配慮していきます。（3組） 

私が今日の講話で印象に残ったことは、やはり

飲み物のところと、体の姿勢で口周りの骨格が変

わるところです。炭酸や酸っぱい物（レモンな

ど）を飲んだり食べたりすることで歯が溶けてし

まうということを、私の記憶の中では、多分初め

て聞きました。私は結構な頻度でコーラなどを飲

んでいたので、これからの将来のために気をつけ

ていきたいです。そして布団の上で転がるときな

ども姿勢に気をつけたいです。今回のお話はとて

も有意義でした。（５組） 

 

 

 

 
    


